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教科内の相関の相関（バブルチャートによる分析） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

バブルチャートによる

グラフ 

 

２軸の座標上（正

答数）に、大きさが

３軸目（児童生徒数）

の指標を示す円状の

図（バブル）を配置

した図 

 

○小学校、中学校のいず

れにおいても、活用に

関する問題（問題Ｂ）

の正答数が多い児童生

徒は、知識に関する問

題（問題Ａ）の正答数

も多い。 

○小学校、中学校のいず

れにおいても、知識に

関する問題（問題Ａ）

の正答数が多い児童生

徒は、活用に関する問

題（問題Ｂ）の正答数

において広く分布して

いる。 

○平成 2６年度の小学校

では問題Ａ・Ｂの相関

が弱い傾向が見られ

る。 

【国語】 活用の力が身に付いている児童生徒は、知識の定着も高い！ 
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【算数・数学】 特に中学校において、問題Ａと問題Ｂの相関が強い！ 

○小学校、中学校のい

ずれにおいても、知

識に関する問題（問

題Ａ）の正答数と活

用に関する問題（問

題Ｂ）の正答数の相

関が強い。特に中学

校において強い。 

○小学校、中学校のい

ずれにおいても、活

用に関する問題（問

題Ｂ）の正答数が多

い児童生徒は、知識

に関する問題（問題

Ａ）の正答数も多い。 

○平成 2６年度も平成

2５年度と同様の傾

向が見られる。 

 


